
2021 年度 (2021 年 4月～2022年 3 月）の動き
Topics 

Topics 1 

トリアー ジ施設を整備
文部科学省の2020年度第3次補正予算「国立大学附属病院多用途

型トリア ー ジスペース整備事業費」によリ、本院「トリアー ジ施設」が

2021年9月30日に完成しました。本施設は高度救命救急センタ ー入

口前に設匿されておリ、平常時の備蓄倉庫としても使用できます。

施設内の設備としては診察室2室が HEPA フィルタ ー付きの陰

圧室となり、診察室内には酸素ボンベを接続して利用する酸素配管

が設置されています。その他の待合スペ ースにおいては災害時に

パー テ ーションを使用することによリプライバシーを確保することが

でき災害発生時用自家発電設備からの電力供給も整備されていま

す。また、屋外には化学薬品などの汚染による災害に対し除染ができ

るよう、除染用シャワ ーも備えられています。施設出入口は医療者専

用が1カ戸凡患者用の出入口が4カ所あり、患者の動線を一方向にす

ることで、感染リスクを回避することができます。さらにスロ ープも設

置されているため、車いすやストレッチャーの出入りも可能な構造に

なっています。

●トリアージ施設外観

●待合スペース

Topics 2 

患者包括サポ ー トセンタ ー の開設
2025年に予定している統合診療棟の運用開始に向けてソフト面より患者サポートを強化するため、これまで地域連携業務や入退院

支援等を行ってきた『保健医療福祉ネットワ ーク部』を廃止し、『患者包括サポートセンタ ー』を新設しました(2022年1月1日）。

『患者包括サポートセンタ ー』は「患者相談部門」「地域連携部門」「入退院支援部門」の3部門で構成され、医師、看護師、‘ノーシャル

ワ ーカー、臨床心理士、事務職員など多職種で担っています。「患者相談部門」は治療や看護、社会福祉制度などさまざまな困りごとに

対応しています。「地域連携部門」は地域の医療機関や福祉施設、自治体と連携する窓口です。「入退院支援部門」は従来から行っていた

受診予約の受け付け、転院や在宅医療の調整・手配、社会福祉制度の紹介などを引き続き行っていきます。また、病歴、内服薬や生活の

状況など患者把握を入院前に行う入院前支援も充実させていく予定です。入院前から退院後まで一貫した支援体制を目指します。

●患者包括サポートセンタ ー の3部門体制
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